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1 まえがき
DCT領域において，JPEG符号化画像のリサイズを

行うブロックベースシームカービング (BSC)を提案す
る．BSC[1]には，DCT係数から複数の特徴マップを生
成する手法があるが計算量が多い [2]．提案法は，高速
に JPEGビットストリームから直接処理を行うことが
でき，サムネイルなどの簡易的な画像のリサイズに有効
である．

2 準備
2.1 シームカービング (SC)[2]

SC は画像内の個々の内容を重視したリサイズ手法
であり，シームと呼ばれる一連の画素の集合を取り
除くことによりリサイズを行う．いま，水平方向のリ
サイズを考える．サイズ N × N の画像の輝度値を
I(i, j), {i, j|0, 1, . . . , N−1}とし，画素間のエネルギーを

e(i, j) = |I(i, j) − I(i, j − 1)| + |I(i, j) − I(i, j + 1)|
+ |I(i, j) − I(i − 1, j)| + |I(i, j) − I(i, j + 1)| (1)

と定義する．エネルギー累積値M(i, j)は，

M(i.j) = e(i, j) + min(M(i − 1, j − 1),M(i − 1, j),

M(i − 1, j + 1)) (2)

と与えられ，最小エネルギー累積値のシームを取り除く
ことにより，水平方向に 1画素分を縮小する．この処理
を繰り返し，リサイズを行う．

2.2 JPEG符号化画像
JPEG符号化画像では，画像をサイズ 8× 8のブロッ

クに分割し，ブロック毎にDCTを適用後，スカラー量
子化，Huffman符号化を行う．F (u, v)を DCT係数と
すると，量子化された DCT係数 FQ(u, v)は，

FQ(u, v) = bF (u, v)/{Q(u, v)×
qf

50
}c (3)

と与えられる．ここで，Q(u, v)は量子化テーブル，qf

は圧縮率を制御する q-factor，bxcは小数点以下切捨て
を表す．

3 提案法
DCT領域において，ブロックからなるシームを削除

することによりリサイズを行う．ブロック及びその代表
値をそれぞれ (1)における画素及び輝度値として扱うこ
とにより，シームを計算する．

図 1 1ブロックの区域分割例

(a)原画像 (b)従来法 (c)提案法
図 2 シミュレーション結果

ブロック内の区域 Rm,m = 1, 2, 3, 4(図 1参照)の区
域値 v(Rm)は，

v(Rm) =
∑

FQ(u,v)∈Rm
|FQ(u, v)| (4)

と与えられる．ブロック代表値 IB は，最大区域値を持
つ区域 Rm のmを用いて

IB(p, q) =

{
64(m − 1), if v(Rm) > v̄(Rm)

0, otherwise
(5)

と定義される．ここで，v̄(Rm)は画像内の全てのブロッ
クの v(Rm)の平均を表す．

4 シミュレーション
提案法及び従来の SCのシミュレーション結果を図 2

に示す．画像には濃淡画像 (512× 512)を用い，水平方
向に 160画素分取り除いた．図 2から，提案法は従来の
SCと同様に，画像内容を保持しリサイズ可能であるこ
とがわかる．

5 まとめ
DCT領域において，高速に画像のリサイズを行うBSC

を提案した．また，ブロック代表値を決める際の区域分
割方法，及び代表値を変化させることにより，異なる圧
縮率の画像においても，有効性が確認された．
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